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        No. 2473
2019 年 4 月 1 日

【
う
ら
へ
続
く
】

　

１
０
１
兆
円
の
予
算
が

成
立
（
27
日
）。「
軍
事
費

５
兆
円
超
え
、
借
金
だ
ら

け
の
財
政
だ
」「
消
費
税
増

税
対
策
で
何
兆
円
も
使
う

な
ら
、
は
じ
め
か
ら
消
費

税
を
上
げ
な
け
れ
ば
い
い

の
に
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

日
立
製
作
所
が
無
期
雇

用
へ
の
転
換
を
求
め
た
社

　

日
本
共
産
党
の
志
位
委

員
長
は
３
月
21
日
、「
内
閣

府
の
景
気
動
向
指
数
が
３

カ
月
連
続
悪
化
し
、
景
気

判
断
を
下
方
修
正
し
た
こ

と
に
続
い
て
、
月
例
経
済

報
告
で
も
、
３
年
ぶ
り
に

景
気
判
断
が
下
方
修
正
と

な
り
、
政
府
自
身
が
景
気

悪
化
の
可
能
性
を
認
め
た
。

い
ま
の
経
済
情
勢
か
ら
し

政
府 

景
気
悪
化
の
可
能
性
認
め
る

消
費
税
10
％
増
税
は
自
殺
行
為 

中
止
を

　
　
　
　
日
本
共
産
党 

志
位
委
員
長
が
強
調

員
を
解
雇
。「
27
日
の
朝
日

が
報
道
し
た
」「
無
期
転
換

は
有
期
雇
用
で
５
年
を
超

え
た
労
働
者
の
権
利
だ
。

日
立
は
事
業
の
縮
小
を
理

由
に
あ
げ
る
が
、
無
期
転

換
逃
れ
で
は
な
い
の
か
」

「
日
立
は
外
国
人
技
能
実

習
法
違
反
で
も
国
か
ら
改

善
・
指
導
・
勧
告
を
受
け

て
い
る
。
悪
質
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

政
府
が
辺
野
古
新
区
域

へ
の
土
砂
投
入
を
開
始

（
25
日
）。「
玉
城
知
事
の
要

請
、
沖
縄
県
民
の
民
意
を

無
視
し
た
暴
挙
だ
」「
大
浦

湾
の
軟
弱
地
盤
は
政
府
も

認
め
て
い
る
。
工
期
も
工

費
も
見
通
せ
な
い
工
事
は

即
刻
中
止
に
す
べ
き
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

原
発
事
故
愛
媛
避
難
者

訴
訟
で
松
山
地
裁
が
国
と

東
電
の
責
任
を
認
め
た

（
26
日
）。「
２
０
０
２
年
の

地
震
予
測
『
長
期
評
価
』

か
ら
大
津
波
は
予
見
で
き

た
と
指
摘
し
て
い
る
」「
国

と
東
電
の
加
害
責
任
を
明

確
に
し
た
判
決
は
６
件
目

て
も
、
消
費
税
10
％
増
税

は
自
殺
行
為
に
な
る
と
い

う
こ
と
を
強
く
言
い
た

い
」
と
、
消
費
税
増
税
中

止
を
求
め
ま
し
た
。

　

志
位
氏
は
、
国
内
景
気
、

と
く
に
家
計
消
費
が
冷
え

こ
み
、
実
質
賃
金
も
マ
イ

ナ
ス
で
あ
る
こ
と
に
加
え

て
、
中
国
、
Ｅ
Ｕ
、
米
国

と
世
界
の
景
気
が
減
速
状

態
に
な
っ
て
い
る
も
と
で

「
消
費
税
増
税
の
方
針
は

八
方
ふ
さ
が
り
の
状
態

だ
」と
指
摘
。「
こ
の
状
況

の
も
と
で
や
る
べ
き
は
、

外
需
頼
み
を
や
め
て
、
内

需
を
活
発
に
す
る
。
と
く

に
内
需
の
中
心
で
あ
る
家

計
を
応
援
し
、
経
済
の
足

腰
を
強
く
す
る
。
そ
う
い

う
政
策
を
と
る
べ
き
で

あ
っ
て
、
こ
の
足
腰
を
壊

し
て
し
ま
う
よ
う
な
増
税

は
い
よ
い
よ
も
っ
て
し
て

は
な
ら
な
い
」
と
強
調
し

ま
し
た
。原発推進政権ノー

　１万人　集会とデモ

　
「
さ
よ
う
な
ら
原
発
全

国
集
会
」
が
３
月
21
日
、

代
々
木
公
園
で
１
万
人
が

参
加
し
て
開
か
れ
ま
し
た
。

　
「
市
民
の
会
」呼
び
か
け

人
の
鎌
田
慧
さ
ん
（
ル
ポ

ラ
イ
タ
ー
）
は
原
発
に
固

執
す
る
安
倍
政
権
を
「
無

責
任
だ
」
と
批
判
し
、「
原

発
を
な
く
そ
う
と
い
う
声

を
、
全
国
で
点
か
ら
線
へ
、

線
か
ら
面
へ
と
広
げ
て
い

こ
う
」
と
呼
び
か
け
、
落

合
恵
子
さ
ん
は
「
今
年
は

選
挙
の
年
で
す
。
こ
ん
な

政
権
は
許
さ
な
い
と
き
っ

ぱ
り
示
そ
う
」
と
語
り
ま

し
た
。
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【
職
場
か
ら
の
続
き
】

　

組
合
健
保
の
１
・
７
倍

と
い
う
高
額
の
国
民
健
康

保
険
料
。
さ
ら
に
ア
ッ
プ

す
る
危
険
の
あ
る
こ
と
が

日
本
共
産
党
の
調
査
で
明

ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
そ

の
額
、
８
割
の
自
治
体
で

豊洲市場で重金属粉じん

アンチモンが自然界の 170 倍
カドミウムが 12 倍

国
保
料

「
標
準
保
険
料
率
」
押
し
つ
け
で
大
幅
値
上
げ

  

公
費
１
兆
円
投
入
で
抜
本
的
引
き
下
げ
を

だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

原
発
事
故
で
全
町
民
が

避
難
し
た
大
熊
町
の
一
部

地
区
で
避
難
指
示
が
解
除

へ（
４
月
10
日
実
施
）。「
原

発
立
地
町
の
避
難
解
除
は

初
め
て
だ
」「
対
象
地
域
に

は
町
の
人
口
の
約
３
・

５
％
、
約
１
４
０
世
帯
が

住
民
登
録
し
て
い
る
」「
放

射
能
は
大
丈
夫
か
と
心
配

し
て
い
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

平
均
年
４
万
９
千
円
（
給

与
年
収
４
０
０
万
円
４
人

家
族
）、消
費
税
増
税
と
ダ

ブ
ル
パ
ン
チ
に
な
り
ま
す
。

　

原
因
は
安
倍
政
権
が
昨

年
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
「
国

保
の
都
道
府
県
化
」
で
す
。

市
区
町
村
が
独
自
に
財
政

か
ら
繰
り
入
れ
実
施
し
て

き
た
減
免
措
置
な
ど
を
す

べ
て
な
く
し
て
算
定
し
た

要
し
て
い
る
の
で
す
。
し

か
も
こ
の
「
標
準
保
険
料

率
」
は
高
齢
化
に
よ
る
給

付
増
で
毎
年
上
が
り
続
け

ま
す
。

　

国
保
料
の
基
本
は
「
所

得
割
」
の
ほ
か
、
人
頭
税

で
あ
る「
均
等
割
」と「
平

等
割
」
で
す
。
日
本
共
産

党
は
公
費
１
兆
円
を
投
入

し
て
「
均
等
割
」
と
「
平

等
割
」
を
廃
止
す
る
こ
と

を
提
案
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
で
年
収
４
０
０
万
円
、

４
人
家
族
の
保
険
料
が

42
万
円
か
ら
22
万
円
に
引

き
下
げ
ら
れ
ま
す
。

優
勝
。
自
身
の
最
多
記
録

を
更
新
し
た
」「
貴
景
勝
は

角
界
で
は
小
柄
な
が
ら
付

き
押
し
に
徹
し
た
」「
会
見

で
は
感
謝
の
気
持
や
思
い

や
り
な
ど
を
語
り
爽
や
か

だ
っ
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
27
日
都
心
の
サ
ク
ラ

は
満
開
と
な
っ
た
」「
29
日

は
花
冷
え
だ
っ
た
」

　

豊
洲
市
場
の
水
産
仲
卸

売
場
棟
内
の
重
金
属
を
含

む
黒
い
粉
じ
ん
が
問
題
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

共
産
党
都
議
団
が
昨
年

12
月
上
旬
、
水
産
仲
卸
売

場
棟
４
階
で
粉
じ
ん
を
採

取
。
渡
辺
泉
・
東
京
農
工

大
教
授
の
分
析
に
よ
っ
て

ア
ン
チ
モ
ン
が
自
然
界
の

１
７
０
倍
、
亜
鉛
が
同
96

倍
、
カ
ド
ミ
ウ
ム
が
同
12

倍
な
ど
重
金
属
が
検
出
さ

れ
ま
し
た
。

　

ア
ン
チ
モ
ン
や
カ
ド
ミ

ウ
ム
は
毒
性
の
強
い
物
質

で
す
。
閉
鎖
的
な
市
場
施

設
内
に
滞
留
す
る
と
慢
性

疾
患
を
起
こ
す
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。

　

共
産
党
和
泉
都
議
の
質

ジュゴンの死を受け
　　「工事止めよ」
　　「辺野古を恒久的に破壊」
米市民団体が議会に権限行使求める

　

沖
縄
県
で
ジ
ュ
ゴ
ン
の

死
骸
が
発
見
さ
れ
た
こ
と

を
受
け
、
米
環
境
・
動
物

保
護
12
団
体
が
３
月
19
日
、

名
護
市
辺
野
古
で
の
米
軍

新
基
地
建
設
の
全
て
の
関

連
工
事
を
一
時
停
止
す
る

よ
う
求
め
る
書
簡
を
米
下

院
軍
事
委
員
会
あ
て
に
提

出
し
ま
し
た
。

　

書
簡
は
、「
圧
倒
的
多
数

の
有
権
者
が
基
地
建
設
に

反
対
し
た
」
２
月
の
県
民

投
票
の
結
果
を
国
防
総
省

が
「
無
視
し
て
い
る
」
と

指
摘
。
基
地
建
設
は
、
生

物
多
様
性
の
豊
か
な
辺
野

古
・
大
浦
湾
を
「
恒
久
的

に
破
壊
す
る
」
と
批
判
し
、

議
会
に
対
し
て
国
防
総
省

の
行
動
を
止
め
る
よ
う
監

視
・
立
法
権
限
を
行
使
す

る
よ
う
求
め
て
い
ま
す
。

　

東
急
「
世
田
谷
線
」
が

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

１
０
０
％
の
運
行
を
開
始

（
25
日
）。「
地
熱
電
力
と
水

力
発
電
に
よ
る
列
車
運
行

は
国
内
初
だ
」「
年
間

１
２
０
０
㌧
余
り
の
Ｃ
Ｏ

２
排
出
を
防
げ
る
と
い

う
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

大
相
撲
春
場
所
、
白
鵬

が
優
勝
。
貴
景
勝
が
大
関

昇
進
。「
白
鵬
は
42
回
目
の

パチンコ店内ＡＴＭ撤去へ

ギャンブル依存症対策　政府が基本
計画案に明記
　　日本共産党　早くから要求

　

パ
チ
ン
コ
店
内
Ａ
Ｔ
Ｍ

は
、
負
け
て
現
金
を
失
っ

た
客
が
頭
を
冷
や
す
間
も

な
く
、
店
内
で
資
金
を
引

き
出
し
、「
の
め
り
込
み
」

被
害
に
導
か
れ
る
と
批
判

さ
れ
て
き
ま
し
た
。
現
在

は
全
国
の
パ
チ
ン
コ
店
の

１
割
程
度
、
約
１
１
０
０

店
舗
に
ま
で
広
が
っ
て
い

ま
す
。

　

日
本
共
産
党
は
、
ギ
ャ

ン
ブ
ル
依
存
症
拡
大
の
元

凶
に
な
る
と
早
い
時
期
か

ら
取
り
上
げ
、
国
会
で
も

追
及
、
対
策
を
要
求
し
て

き
ま
し
た
。

　

批
判
が
広
が
る
中
、
政

府
が
７
日
発
表
し
た
ギ
ャ

ン
ブ
ル
依
存
症
対
策
の
基

本
計
画
案
に
パ
チ
ン
コ
店

内
の
銀
行
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
撤
去

が
明
記
さ
れ
ま
し
た
。
も

う
け
優
先
で
店
内
Ａ
Ｔ
Ｍ

を
広
げ
て
き
た
パ
チ
ン
コ

業
界
や
銀
行
、
こ
れ
を
許

し
て
き
た
政
府
や
警
察
庁

の
責
任
が
改
め
て
問
わ
れ

ま
す
。

問
か
ら
、
都
は
粉
じ
ん
調

査
を
し
な
が
ら
重
金
属
を

調
べ
て
い
な
い
こ
と
が
明

ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
ま

ず
実
態
把
握
が
必
要
で
す
。

都
は
直
ち
に
調
査
し
、
対

策
を
取
る
べ
き
で
す
。

「
標
準
保
険
料
率
」を
都
道

府
県
が
発
表
、
そ
の
水
準

に
合
わ
せ
て
国
保
料
の
引

き
上
げ
を
市
区
町
村
に
強

（
税
）


